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議案に対する議員の賛否

論

大庭通嘉 議員（市民クラブ）
賛成する議案　議第50号、議第51号、議第57号
　議第50号、令和３年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定について、新型コロナウイルス感染症対策事業
では、予算ベースで42億6,600万円余、事業件数にして51件が執行された。これらの事業の中には、ひ
とり親家庭応援事業や経営持続特別給付金、また、飲食店応援絆プロジェクト事業など、全体で51事業
中、実に39件もの市単独事業が実施されるなど、コロナ禍にあってこうした取り組みは大いに評価される
ものと考える。以上のことから賛成する。

賛　成

竹村眞弓 議員（無会派）
反対する議案　議第50号、議第51号、議第57号
　議第50号、令和３年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定について、新型コロナウイルス感染症対策につ
いて、歳出総額約398億円のうち42億円が充てられたが、そのほとんどは、国や県からの交付金活用による
対応であった。感染爆発の中、多くの不安の声があり、感染拡大への予防対策、安全安心への取り組み、検
査体制の充実などの施策に市の財源を投じるべきであったと考える。以上のことから反対する。

反　対

○：賛成　×：反対　△：棄権　ー：欠席または除斥
 〈議長（戸塚哲夫）は、採決に参加しません。〉 
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＊上記以外の各議案は、全員、賛成でした。

令和３年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定について
令和３年度袋井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度袋井市水道事業会計決算認定について

認定
認定
認定

R4.9.30
R4.9.30
R4.9.30

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議第50号
議第51号
議第57号

◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯
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＊議案名は、下段の議案に対する議員の賛否をご覧ください。
＊上記討論内容については、反対もしくは賛成議案の中から、一部を抜粋しています。

◇７月22日（第２回）　
前任期で提言された項目等を踏まえ、今後の検討・
協議すべき内容についての協議を行った。
《議　題》
　１　前任期の議会活性化特別委員会の調査結果報
　　告書（令和３年２月について）

　２　委員会の協議検討事項について
　３　副議長及び副委員長の任期の在り方について
　４　広報公聴委員会（常任委員会）の設置について

◇８月８日（第３回）
第２回委員会で協議された以下２項目について、
過去の経緯を含めさらに詳細に協議を行った。
《議　題》
　１　副議長及び副委員長の任期の在り方について
　２　広報公聴委員会（常任委員会）の設置について

◇９月16日（第４回）
議員へのアンケート調査や他自治体への視察研修の
結果に基づく協議を行った。
《議　題》
　１　副議長及び副委員長の任期の在り方について
　２　広報公聴委員会（常任委員会）の設置について

　副議長及び副委員長の任期の在り方について、磐
田市議会での状況が今後の議論の参考となることか
ら、行政視察研修を行いました。
　磐田市議会議長及び議会運営委員長などから委員
任期などについての当時の経緯や変更後の評価など
についての説明をいただき、とても有意義な意見交
換となりました。
１　日　時　８月22日（月）
２　場　所　磐田市役所
３　視察項目
（１）任期を2年制から一部１年制に戻した理由及
　　　び経緯について
（２）一部１年制に戻したことの現時点における評
　　　価について
（３）中間年の議会人事の状況について

特別委員会は、特定の問題について審査・調査するために設置
される委員会です。主な審査・調査内容をお知らせします。特別委員会報告

磐田市議会に行政視察研修

議会活性化特別委員会
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